
『
次
第

禅
門
』

に
お
け

る

一
、
二
の
問
題

青

木

隆

一

は
じ
め
に

『
次
第
禅
門
』
(『釈
禅
波
羅
蜜
次
第
法
門
』)
十
二
巻
は
、
天
台
智
顕
が

三
十
歳
代
前
半
と
い
う
比
較
的
若
い
時
期
に
講
説
し
た
も

の

で
あ

る

が
、
後
年

『摩
詞
止
観
』
に
結
実
さ
れ
る
天
台
止
観
の
成
立
過
程
を
考

え
る
う
え
で
重
要
な
著
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
種

々
の
禅
観
を
体
系
的

に
整
理
、
統
括
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他

に
類
書
を
見
な
い
も
の
で

も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『次
第
禅
門
』
に
お
い
て
種

々
の
禅
観
が

ど

の

よ
う
な
体
系
の
も
と
に
統
括
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

一
、
二
の
考
察
を
加
え
、
天
台
止
観
の
成
立
過
程
を
考
え
る
準
備
作
業

と
し
た
い
。

二
『

次
第
禅
門
』

の
構
成

と
五
種
禅

『
次
第
禅
門
』
で
は
種

々
の
禅
観
が
、
世
間
禅

・
亦
世
間
亦
出
世
間

禅

・
出
世
間
禅

・
非
世
間
非
出
世
間
禅
と
い
う
四

種
禅

に

よ
っ
て
整

理
、
統
括
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
十
大
章
の
第
七
修
証
章
で
実
際
に

詳
説
さ
れ
る
の
は
出
世
間
禅
の
前
半
、
対
治
無
漏
ま
で
で
あ
り
、
出
世

間
禅
の
後
半
で
あ
る
縁
理
無
漏
と
非
世
間
非
出
世
間
禅
は
不
説
と
な
っ

て
い
る
。
い
ま
実
際
に

『次
第
禅
門
』
で
詳
説

さ
れ
て
い
る
禅
観
を
表

に
し
て
示
せ
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
八
巻
第

一
號

卒
成
元
年
十
二
月
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『
次
第
禅
門

』
に
お
け
る

一
、
一
一
の
問
題

(青

木
)

右
の
表

の
下
段
に
記
し
た
五
種
禅

(根
本

・
観

・
練
・
薫
・
修
)
と
い

う
分
類

は
十
大
章

の
第
四
詮
次
章
に
述
べ
ら
れ
て
い
て
、
ま
た

『
法
華

玄
義
』
巻

四
上
、
行
妙
の
う
ち
の
定
聖
行
を
語
る
な
か
に
も
継
承
さ
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
南
岳
慧
思
の
創
案
に
成
る
も
の
で
あ

る
。
『維
摩

経
文
疏
』
巻
十

一
に
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

今
明
、
三
蔵
教
三
乗
人
入
二滅
受
想
定
門
凡
有
二五
処
得
入
不
同
一
。一
者
根
本

通
明
浄
禅
入
二滅
定
一
。二
依
二八
背
捨
観
禅
一入
二滅
定
一
。三
依
二九
次
第
定
練

禅
一入
二滅
定
一
。四
依
二師
子
奮
迅
薫
禅
-入
二滅
定
一
。五
依
二超
越
修
禅
一入
二滅

定
一
。初
出
二大
集
経
一
、後
四
出
二大
品
経
鴫
此
是
南
岳
禅
師
之
所
レ出
也
。
(続

蔵

一-
二
八
-
一
、
三
二
右
下
-
左
上
)

つ
ま
り
現
行

の

『次
第
禅
門
』
は
四
種
禅
と
い
う
分
類
と
と
も
に
、

慧
思
に
よ
る
五
種
禅
と
い
う
分
類
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。

こ
れ
は
要
す
る
に
、
慧
思
に
よ
る
分
類
を
採
用
し

つ
つ
も
、

そ
れ
を
包
括
す
る
、
よ
り
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
、
智
顕

は
四
種
禅
と

い
う
四
句
分
別
に
よ
る
分
類
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
が
、

結

果

的

に

『
次
第
禅
門
』
と
し
て
成
立
し
た
も

の
に
は
、
慧
思
に
よ
っ
て
整
理
さ

れ
た
範
囲
を
越
え
る
禅
観
は
語
ら
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
五
種
禅
と
い
う
分
類
が
何
に
依
拠
す

る
も
の
で
あ
る
か
は
明

ら
か
で
は
な
く
、
古
来
、
慧
思
の
創
案
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
味

・
浄

・
無
漏
と
い
う
分
類
や
練
禅
、
薫
禅
と
い
う
名
称
は
阿
毘
曇

(1
)

で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
智
顕
は

『
次
第

禅

門
』

の
各

所

で
、
阿
毘
曇

に
お
け
る
用
法
と
の
相
違
を
主
張

し
て
い
る
も
の
の
、
用

語
自
体
は
阿
毘
曇
か
ら
借
り
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

亦
世
間
亦

出
世
間
禅

の
性
格

(2
)

既
に
佐
藤
哲
英
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る

よ

う

に
、
世

間

禅
、

出
世
間
禅
に
属
す
る
禅
観
は
す
べ
て

『
大
品
経
』
及
び

『
大
智
度

論
』
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
に

属
す
る
六
妙
門
や
通
明
観
は
、
そ
れ
ら
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
が
ど
の
よ
う
な
経
論
に
依
拠
し
、

ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
し
て
い
る
か
を
次
に
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
六
妙
門
と
十
六
特
勝
は
、
と
も
に
古
く
は
安
世
高
訳

の
大
安

般
守
意
経
に
説
か
れ
、
ま
た
そ
の
他
、
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
、
成
実
論
等

の
多
く
の
経
論
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
近
く
は
浄
影

寺

慧

遠

の

『
大
乗
義
章
』
巻
十
二
に
六
妙
門
は
六
修
定
の
名
で
出
て
お
り
、
ま
た

巻
十
六
本
に
十
六
特
勝
は
詳
説
さ
れ
て
い
て
、

い
か
に
研
究
さ
れ
て
い

た
か
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
れ
ら
は
、
た
だ
単
に
研
究
さ
れ
て
い
た
だ
け

で
は
な
く
、
習
禅
者
に
よ
っ
て
実
習
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
特
に
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十
六
特
勝
は

『続
高
僧
伝
』
巻
十
七
、
慧
思
伝
に

「法
華
三
昧
大
乗
法

門
、

一
念
明
達
、
十
六
特
勝
背
捨
除
入
、
便
自
通
徹
、

不
二由
レ他
悟
一」

(大
正
五
〇
、
五
六
三
上
)
と
言
う
よ
う
に
、
慧
思
に
よ

っ
て
も
修
さ
れ

て
い
た
も

の
で
あ
る
。

次
に
通
明
観
に
つ
い
て
は
、
『
次
第
禅
門
』
巻
八
に
次
の
よ
う

に

述

べ
ら
れ
て
い
る
。

所
二以
此
禅
名
為
二通
明
観
一者
、
此
観
方
法
出
二大
集
経
噛
文
無
二別
名
目
一
。

北
国
諸
禅
師
修
二得
此
禅
門
欲
二以
授

人
、
既
不
レ知
二名
字
門
(中
略
)
所
以

諸
師
別
作
二名
目
門
名
為
二通
明
観
禅
一
。(大
正
四
六
、
五
二
九
上
)

右
に
言
う
よ
う
に
、
通
明
観
は

『
大
集
経
』
巻
二

十

二
、
虚

空

目

分
、
声
聞
品
の
記
述
に
よ
る
禅
観
で
あ
る
が
、
そ
の
名
称
は

「
北
国
諸

禅
師
」
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
北
国
諸
禅
師
」

が
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
人
々
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
は

な

い
。
『
続

高
僧
伝
』

に
は
、
北
魏

の
曇
轡
が

『大
集
経
』
の
研
究
を
志
し
、
ま
た

北
斉

の
霊
裕
が
注
釈
を
著
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
北
地
に
お
い
て

『
大
集
経
』
が
研
究
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
禅
観
を

修
し
て
い
た
習
禅
者
は
確
認
で
き
ず
、
今
後
の
研
究
に
侯
た
な
け
れ
は

な
ら
な
い
。

ま
た
通
明
観
に
は

『
提
謂
経
』

に
基
づ
く
禅
観
も
取
り
込
ま
れ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
れ
が
道
教
の
存
思
法
で
あ
る
五
臓
観
で
あ
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
曇
靖
が

『
提
謂
経
』
を
述
作
し
た
時

に
道
教
経
典
を
剰
窃
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
道
教
の
五
臓
観
が
禅
観

の

一
種

と

し

て
仏

教

側

に
も

用

い

ら
れ

る

よ
う

に
な

っ
た

の
で

あ

る
。

た

と

え
は
、

東

晋

期

の
成

立

と

さ

れ

る

『
太

上

霊

宝

五

符

序

』

の
巻

上

に

は
次

の
よ
う

な

記

述

が

あ

る
が
、

こ

の
文

は

『
提

謂
経

』

の
中

に
取

り

込

ま

れ
、

さ

ら

に

『
次

第

禅

門

』

に
も

引

用

さ

れ

て

い
る
。

人
頭
円
象

レ天
、

足
方
法
レ
地
。

髪
為
二
星
辰
門
目
為
二
日
月
門
眉
為

二北

斗
門
耳

為
二社
穫
一
、鼻
為
二
丘
山

門
口
為
二
江
河

噛
歯
為
二
玉
石
一
。四
肢
為

二
四
時

嚇
五
臓

法
二
五
行

門
亦
為
二
五
帝
一
、亦
為

二
五
曹
一
。上
為
二
五
星
門
下
為

・嶺五
岳

肉
内
為
二

(
3
)

五
王
肉
外
為
二五
徳
噛
升
為
二五
雲
一
、化
為
二
五
竜
一
。

五
臓
観
と
は
五
臓
の

一
々
に
体
内
神
の
存
在
す
る
こ
と
を
内
視
し
、

さ
ら
に
右

の
引
用
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
五
臓
や
身
体
の
各
部
位
が

日
月
星
辰
、
丘
山
江
河
な
ど

の
天
地
万
物
と
相
即
す
る
様
を
観
想
す
る

(4
)

も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
臓
観
が

『提
謂
経
』
を
経
由
し
て
、
通
明
観
の

初
歩
の
段
階
の
観
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

何
故
に

『
大
集
経
』
に
基
づ
く
禅
観

の
中
に
、

こ
の
観
法
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

さ
て
以
上
の
考
察
か
ら
、
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
の
性
格
の
ひ
と

つ
と

し
て
、
そ
れ
ら
は

『次
第
禅
門
』
が
講
説
さ
れ

た
以
前
に
、
個

々
に
実

習
さ
れ
て
い
た
禅
観
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
っ
そ
し
て
そ
れ
ら
は

『
大
智
度
論
』
に
は
詳
説
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
智
顕

と

し

て

は

『
次
第
禅
門
』

の
中
で
言
及
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
必
要
性
を
感
じ
、

こ
れ
を
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
、

即
ち
世
間
禅
と
出
世
間
禅

の
両
方
の
性

格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
た
の
で
あ

ろ
う
。

『次
第
禅
門
』

に
お
け
る

一
、
二
の
問
題

(青

木
)
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『次
第
禅
門
』
に
お
け
る
一
、
二
の
問
題

(青

木
)

次

に
亦
世
間
亦
出
世
間
禅

の
性
格
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
不

定
止
観
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
六
妙
門
は
後
に

『
六
妙
法
門
』

の
中
で
よ
り
詳
細

に
説
か
れ
、
そ
れ
は
不
定
止
観
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る

の
で
、
多
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
六
特
勝
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
明
、
悟
道
未
二必
応
須
7具
二十
六
一
。或
得
二三
二
特
勝
一
。即
便
得
悟
。
亦
利

根
者
、
初
随
息
時
、
覚
二悟
無
常
一
、即
便
悟
道
。
此
随
レ人
不
定
也
。

(
大
正

四
六
、
五
二
八
下
)

右
の
よ
う
に
十
六
特
勝
も
、

必
ず
し
も
十
六
を
次
第
に
修
さ
な
け
れ

は
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、

不
定
止
観
の
性
格
を
持

っ
て
い

る
。
ま
た
通
明
観
も
、
巻
八
冒
頭
で
、
六
通
三
明
を
発
す
る
こ
と
が
余

禅
よ
り
も
利
疾
で
あ
る
と
説
か
れ
、

さ
ら
に
こ
の
禅
に
次
位
は
な
く
、

四
禅
、

四
空
処
の
よ
う
な
次
第
禅
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

不
定
止
観
の
性
格
を
有
し
て
い
る
と
言

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
亦
世
間
亦
出
世
間
禅
の
性
格
と
し
て
、
ひ
と
つ
に
、
そ
れ
ら
が

智
顕
以
前

に
盛
ん
に
実
習
さ
れ
て
い
た
禅
観
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
は
不
定
止
観
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
の
二
点
を
指
摘
し
た
。

四
 

お
わ
り

に

『
次
第
禅
門
』
に
お
い
て
種
々
の
禅
観
が
ど
の
よ
う
な
体
系
の
も
と
に

統
括
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
。

後
年

『
次
第
禅
門
』
は
漸
次
止
観
を
説
く
も

の
で
あ
り
、
『摩

詞

止

観
』
は
円
頓
止
観
を
説
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け

が

な
さ

れ

る
。
そ
の
位
置
付
け
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合

『
次
第
禅

門
』
講
説
時
に
、
既
に
智
顕
に
円
頓
止
観
の
構
想
が
あ

っ
た
の
か
、
も

し
あ

っ
た
と
す
れ
は
、
そ
れ
は

『次
第
禅
門
』

の
内
容
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
ま
た
な
か
っ
た
と
す
れ
は
、

い

つ
頃
智
顕
に
そ
の
構
想

が
生
ま
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と

し
た
い
。

1
 
味

・
浄

・
無
漏
は

『阿
毘
曇
心
論
経
』
巻
四

(大
正
二
八
、
八
五
六

上
)
、『
大智
度
論
』
巻
十
七

(大
正
二
五
、
一
八
六
上
)
等
に
見
え
る
。

練
禅
は

『大
智
度
論
』
巻
十
七

(
一
八
七
中
)
、薫
禅

は

『阿
毘
曇
心
論

経
』
巻
五

(八
五
九
上
)
に
見
え
る
。

2
『

天
台
大
師
の
研
究
』

一
一
五
頁
以
下
。

3
 
文
物
出
版
社
本
道
蔵
巻
六
、
三
二
一
中
。
こ
れ
と
同
様
の
文
が
ペ
リ
オ

本

『提
謂
経
』
(牧
田
諦
亮

『疑
経
研
究
』
一
八
四
頁
以
下
)
の
四
-
六

行
、
一
二
六
行
、
及
び

『次
第
禅
門
』
巻
八

(大
正
四
六
、
五
三
二
中

下
)
に
見
え
る
。

4
 
五
蔵
観
に
つ
い
て
は
、
前
田
繁
樹

「『老
子
中
経
』
覚
書
」
(坂
出
祥
伸

編

『中
国
古
代
養
生
思
想
の
総
合
的
研
究
』
所
収
)
、坂
出
祥
伸
「晴
唐
時

代
に
お
け
る
服
丹
と
内
観
と
内
丹
」
(同
上
)
参
照
。

〔追
記
〕
発
表
後
、
早
稲
田
大
学
教
授
小
林
正
美
先
生
か
ら
、
「『提
謂
経
』

』
の
文
言
は

『
霊
宝
五
符
序
』
よ
り
も
む
し
ろ

『老
子
中
経
』
に
、
よ
り

近
似
す
る
。」
と
、
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
謝
意
を
表
し
ま
す
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
『
次

第
禅
門
』
、天
台
智
顕
、
五
種
禅
、通
明
観
、『提
謂
経
』

(麻
布
学
園
教
諭
)
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